
大
阪
。難
波
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
旦
）
二
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
江
浦
　
洋

。
本
田
奈
都
子

・
小
林
和
美

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
―
人
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
難
波
宮
跡
の
北
西
に
位
置
し
、
側
大
阪
市
文
化
財
協
会
の
調
査
に
よ

っ
て
、
前
期
難
波
宮
段
階
の
倉
庫
群
や
石
組
み
溝
な
ど
を
検
出
し
た
前
期
難
波

宮
内
裏
西
方
官
衛
地
域
と
は
、

本
町
通
を
挟

ん
で
隣
接
す
る

（大
阪
市
文
化
財
協
会

『難
波
宮

址
の
研
究
第
十

一
』
二
〇
〇
〇
年
）
。

今
回
の
調
査
で
は
、
地
形
的

０

に
高

い
南
半
が
徳
川
大
坂
城
築

立ロ紬

造
時
の
大
規
模
な
削
平
を
受
け

幼

て
お
り
、
豊
臣
大
坂
城
に
関
連

す
る
遺
構
は
わ
ず
か
に
遺
存
し

て
い
た
も
の
の
、
古
代
に
遡
る
遺
構
は
全
く
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
調
査
地
北
半
で
は
、
幅
三
〇
ｍ
以
上
深
さ

一
〇
ｍ
以
上
の
東
西

方
向
の
深
い
谷
を
検
出
し
て
い
る
。
こ
の
谷
の
上
層
で
は
豊
臣
大
坂
城
段
階
の

遺
構
面
を
重
層
的
に
確
認
、
礎
石
建
物
や
区
画
溝
な
ど
を
検
出
し
、
別
に
報
告

し
て
い
る
当
該
期
の
木
簡
も
多
数
出
土
し
て
い
る

（本
誌
三
二
頁
）。

木
簡
が
出
土
し
た
古
代
の
包
含
層
は
、
現
地
表
面
か
ら
お
よ
そ
八

・
Ｏ
ｍ
の

深
度
で
堆
積
し
て
お
り
、
間
層
を
挟
ん
で
上
下
三
層
に
分
か
れ
る
。
上
層
の
一

四
層
は
平
均
し
て
厚
さ
二
〇
伽
、
同
層
か
ら
は
後
期
難
波
宮
に
伴
う
重
圏
文
軒

九
瓦
が
出
土
し
、
奈
良
時
代
以
降
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
下
層
に
は

一
五
層
と
し
た
砂
層
を
は
さ
ん
で
、
本
簡
群
な

ど
を
出
土
し
た

一
六
層
が
層
厚
約

一
五
伽
で
堆
積
し
て
い
る
。　
三
ハ
層
で
は
五

〇
帥
か
ら

一
ｍ
を
超
え
る
花
筒
岩
が
二
〇
数
個
前
後
で
集
積
し
て
い
る
部
分
を

確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
花
商
岩
は
い
ず
れ
も
元
来
の
位
置
を
と
ど
め
る
も

の
で
は
な
い
が
、
何
ら
か
の
目
的
を
も
つ
て
人
為
的
に
運
び
込
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
木
簡
は
こ
れ
ら
花
筒
岩
集
積
の
東
側
、

東
西
約

一
五
ｍ
南
北
約

一
〇
ｍ
の
範
囲
で
ま
と
ま
つ
て
出
土
し
、
周
辺
か
ら
は

多
量
の
土
器
の
ほ
か
、
土
馬
や
絵
馬
、
人
形
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
検
出
し
た
谷
は
、
周
辺
部
の
調
査
成
果
と
あ
わ
せ
る
と
、
調

査
地
付
近
で
は
推
定
幅
六
〇
ｍ
前
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建
物
や
区
画

に
関
わ
る
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
難
波
宮
の
北
限
を
考
え
る
上

で
も
重
要
な
位
置
に
あ
る
谷
と
い
え
よ
う
。
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８
　
木
筒
の
釈
文
・
内
容

い

　

秦
人
凡
国
評
」

②

　

「
＜
支
多
比
」

０

　

回
□
回
□

ω

　

「
く
委
一（
ア
栗
□
□
」

⑤

　

「
＜
国
□
く
」

く６‐
‐

　

□
面
□
」

ｏ
名
鶴
配

。

同

回

０

　

「嶋
意
弥
荷
□
八
日
川
回
」

〔立
力
〕

一①
　
，
「
＜
王
母
前
□
□
□
□
」

〔
エハ
カ
〕

。
「．＜
日
Ｈ
Ｈ
国
十
回
□
」

〔牟
力
〕
　

〔
井
力
〕

□
□
□
□
□
回
□
□
□

〈
岸
曾
）
×
［
∞
Ｘ
∞
　
Φ
ド
Φ
キ

Ｐ
Ｏ
↓
Ｘ

μ
『
×
卜
　
Ｒ
肖

■

（
０
や
）
×

（
μ
Ｏ
〉
Ｘ
ｗ
　
Ｏ
∞
い

娯
×
８
×
卜

一鴛
ｘ

∞
∝
×

Ｐ
Ｏ
×
”
　
０
∝
ｗ

（
ｇ
）
×
中
∞
×
卜
　
０
中
Φ

（
い
⇔
）
×
］
中
Ｘ
卜
　
一？
澤

Ｐ
［
い
Ｘ
∞
９
×
卜
　
Φ
μ
Ｐ
器

一
う
い
Ｘ
や
∞
×

コ
　
泉
蔦

丼

（
Ｐ
【
中
）
×
一（
沖
〕
）
Ｘ
∞
　
ｏ
∞
解

ｈ
単

「
＜
□
□
□
」

「□□
□
□
□

「
＜
伊
加
比
」

〔
四

‐力由

名
回
止
祢
乃
止
…
…
□
□
」
筋
書
）

〔上ハ
カ
〕

名
ロ
ア
在
□
□
…
…
□
　
」
（刻
書
）

の

　

「
＜
日
Ｈ

日
Ｈ
巳

。（「異語
壁
範櫨
種
時　
成
申
年
□
□
□

冥
筆
こ
　
　
　
　
□
□
□
謳
出
と

名
厨

剖

勇

聟

佐
□
□
十
六
□

「
＜
生
企

日

日

l191   11e   llり   llo   l10     110   Q31   02

ΠΠ
」」

（〕〇中）
Ｘ
（やド）
Ｘ
∞
　
０
∞Ｐ
キ

μ麒
Ｘ
Ｓ
．×
ф

Ｏ駕
干

Ｇ
ｏ）
×
（〕じ
Ｘ
コ

８
ト

台
駕
）×
命
じ
ｘ
や　
０営

〕∞
卜
×
囀
ｘ
∞
　
Φ
鑑
一

合
Ｏ
ｅ

ｘ
・∬
ｘ
』

Φ
牌Φ

台
麒
）一※
命
ｅ
Ｘ
卜　
畠
ト

μ卜
０
×
や∞
Ｘ
や
　
０いや
キ

（φ
↓
キ
０
一
）
×
〕
Φ
×
囀
　
一Ｏ
Ｐ
卜
■

Ｏ
ω
×

，
９
×
∝
　
０
∞
∞



(6)

０

　

　

　

４



はり
い

』
』
磯
磯
♭

Ⅷ

悦

に

斡

的
　
　
　
勘
悦
に
飴
鮎
『
飲
飲
麟
　
瞬

土出

嚇　　　劾悦磯磯Ⅷ鰯磯悦磯ⅧⅧ̈
磯罐∞　⑩

(30)
脚
Ｍ

脚

脚

側

脚

財

(参考 絵馬)
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・
□
不
得
」

。
□
有
□
□
□
」

〔三
枝
ア
カ
〕

□
□
□

衰
絵
画
力
）

日
□

日

回

口

回

名
□
□
□
□
□

。
「日

回

・

日

日

。

日

日

口

回

日

回

」

□

（
卜
Ｐ
）
×
］
『
×
卜
　
ｏ
〕
ｏ

６
じ

×

６
じ

×
Ｐ
　
ｏ
驚

（
喝

じ

×

含
Ｏ

×
ｏ
　
ｏ
曽

（
卜
Ｐ
）
×

（
Ｎ
『
）
×
ヽ
　
Φ
∞
μ

ａ
じ

×

含
じ

×
∞
　
ｏ
留

含
ｏ
じ

×

含

じ

×
］

ｏ
∞
μ

ａ
じ

×

６

）
×
囀
　
ｏ
解

命
９

×

６

）
×
Ｎ
　
ｏ
鎌

（
い
⇔
）
×

（
μ
∞
）
×
牌
　
Φ
∞
Ｐ

命
ヽ
『
）
×

（
∽
）
×
牌
　
ｏ
∞
μ

（
〓

じ

×

含

９

×
Ｐ
　
ｏ
驚

e21

0□

（
∞
∞
）
×

（
∞
卜
）
×
ω
　
ｏ
⇔
い

ω
は
上
端
部
が
折
れ
て
欠
損
し
て
い
る
以
外
は
完
存
。
表
面
の
墨
痕
は
き
わ

め
て
明
瞭
で
、
残
存
部
位
に
残
る

「秦
人
凡
国
評
」
の
釈
文
に
異
論
は
な
い
。

②
は

「支
多
比
」
と
記
さ
れ
、
⑫
の

「宍
」
、
④
の

「伊
加
比
」
と
と
も
に
食

料
品
の
付
札
木
簡
で
あ
る
。
い
は
委
本
部
某
と
い
う
人
物
名
の
み
を
記
し
た
木

簡
。
名
に
つ
い
て
は

「栗
□
□
」
と
し
て
い
る
が
、
栗
の
字
に
つ
い
て
は

「西

不
」
の
二
文
字
と
な
る
可
能
性
も
残
る
。
①
は
二
文
字
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
が
判
読
で
き
な
い
。
①
は
上
端
を
欠
損
す
る
が
文
字
は
表
面
に
三
文
字
確

認
で
き
る
。
二
文
字
目
は

「面
」
の
可
能
性
が
高
い
が
、
「酉
」
の
可
能
性
も

わ
ず
か
に
残
す
。
た
だ
し
、
三
文
字
目
に
つ
い
て
は
、
「年
」
の
可
能
性
は
低

く
、
「子
」
な
ど
の
可
能
性
も
残
る
。
な
お
、
出
土
木
簡
の
樹
種
の
多
く
が
ヒ

ノ
キ
で
あ
る
な
か
で
、
本
例
は
⑮
的
と
と
も
に
ス
ギ
で
あ
る
。

０
は
表
裏
と
も
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
墨
痕
が
観
察
で
き
る
。
表
面
の
一
文

字
目
は

「大
」
と
し
て
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
文
字
目
は

「泄
」

の
ほ
か
、
「地
」
や

「他
」
な
ど
の
可
能
性
も
残
る
。
裏
面
に
も
墨
痕
が
あ
る

が
、
文
字
数
も
確
定
で
き
な
い
。
①
は
ほ
ぼ
完
存
す
る
木
簡
。　
一
文
字
日
は

「嶋
」
、
二
文
字
目
は
東
野
治
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
り

「意
」
。
三
文
字
目
は

「絲
」
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
努
が

「糸
」
で
は
な
く
、
「（
」

で
あ
る
こ
と
、
二
文
字
目
と
の
関
連
か
ら
東
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に

「意

弥
」
（オ
こヽ

と
読
む
こ
と
が
穏
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
四
文
字
日
は

「荷
」
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で
あ
る
こ
と
に
異
論
が
な
い
が
、
五
文
字
日
以
下
に
つ
い
て
は

一
部
が
読
み
と

れ
る
以
外
は
不
明
で
あ
る
。

①
は
出
土
木
簡
の
中
で
も
最
も
丁
寧
な
整
形
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
表
面
側

の
文
字
は
、
上
半
部
に
大
き
く

「王
母
前
」
と
書
く
。
ま
た
、
そ
の
下
方
に
小

さ
く
、
や
や
右
寄
せ
気
味
に
四
文
字
を
書
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
断
片
的
で
あ

る
こ
と
か
ら
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
裏
面
に
は
表
面
と
同
様
、
全
体
に
墨
痕
が

確
認
で
き
る
が
、
下
半
の

「廿
〔酢
光
以
外
は
判
読
が
不
可
能
で
あ
る
。
な
お
、

〔
エハ
カ
〕

「□
」
に
つ
い
て
は

「足
」
と
み
て
単
位
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
ま
た
、

表
面
の

「王
母
前
」
に
つ
い
て
は
釈
文
に
異
論
は
な
く
、
現
状
で
は
宛
先
を
示

す
も
の
と
み
る
見
解
が
大
勢
を
占
め
る
。

⑩
は
九
文
字
分
の
残
画
が
確
認
で
き
る
が
、
割
れ
て
右
半
分
が
欠
損
し
て
い

る
た
め
、
文
字
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し
、　
一
生
二
上
ハ
・

八
文
字
目
は
左
半
が
カ
タ
カ
ナ
の

「
フ
」
の
よ
う
に
見
え
る
点
で

「不
」
や

「
マ
」
な
ど
の
同
じ
文
字
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

⑪
は
上
端
お
よ
び
右
側
面
の
一
部
が
原
形
を
保
つ
紀
年
銘
木
簡
。
墨
書
は
表

一暴
両
面
に
確
認
で
き
、
異
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
。
表
面
側
の
墨
書
は
上

端
か
ら
約
七
仙
の
位
置
か
ら

「戊
申
年
」
で
は
じ
ま
る
文
字
が
書
か
れ
、
以
下
、

現
存
部
分
の
み
で
三
文
字
が
後
続
す
る
。
ま
た
、
欠
損
し
た
左
側
面
に
は

「戊

申
年
□
□
□
」
の
文
字
に
対
応
す
る
よ
う
に
文
字
の
一
部
が
残

っ
て
お
り
、
本

来
は
同
じ
字
配
り
で
最
低
で
も
二
行
以
上
の
墨
書
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
「戊
」
お
よ
び

「年
」
の
書
体
に
つ
い
て
は
栄
原
永
遠
男
氏
に
よ
っ

て
七
世
紀
中
頃
前
後
の
事
例
と
共
通
す
る
古
い
書
体
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
共
伴
し
た
土
器
の
年
代
観
な
ど
を
含
め
て
成
申
年
が
西
暦
六
四
八
年

に
該
当
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
動
か
な
い
。
な
お
、
年
紀
部
分
の
下
方
の
文
字
に
つ

い
て
は
残
画
が
少
な
く
判
読
で
き
な
い
。
ま
た
、
左
列
最
下
の
文
字
に
つ
い
て

は

「連
」
の
可
能
性
が
高
い
が
、
こ
れ
も
確
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
上
端
部
の

三
文
字
は
異
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
墨
の
濃
淡
や
字
体
か
ら
み
て
、　
一
文

字
目
と
二

・
三
文
字
目
も
そ
れ
ぞ
れ
異
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

裏
面
は
上
端
か
ら
す
ぐ
に
二
行
が
書
か
れ
、
下
半
は
上
半
の
行
間
の
位
置
に

一
行
書
か
れ
て
い
る
。
上
半
の
右
行
は
墨
痕
の
み
で
判
読
で
き
ず
、
字
数
も
不

明
、
左
行
は
、　
一
文
字
目
は

「佐
」
で
、
四

・
五
文
字
目
は

「十
六
」
の
可
能

性
が
高
い
。
下
半
に
は
四
文
字
書
か
れ
て
い
る
が
、
書
き
出
し
の
位
置
や
墨
の

濃
淡
、
書
風
の
相
違
な
ど
か
ら
、
こ
れ
も
異
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

⑬
⑭
は
わ
ず
か
に
墨
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
判
読
不
能
。
⑮
は
二
片
に
折
れ

て
お
り
、
上
部
左
側
を
欠
失
す
る
以
外
は
ほ
ぼ
完
存
。
表
裏
と
も
に
丁
寧
に
整

形
さ
れ
る
が
、
裏
面
に
は
墨
痕
は
な
い
。
ま
た
、
表
面
に
は
三
文
字
分
の
墨
痕

が
確
認
さ
れ
る
が
、
二
文
字
目
が

「支
」
の
ご
と
き
文
字
で
あ
る
以
外
は
判
読

で
き
な
い
。
⑮
は
わ
ず
か
に
墨
痕
が
残
る
の
み
で
詳
細
不
明
。
口
は
薄
く
残
る

墨
痕
に
よ
っ
て
、
残
画
か
ら
大
ぶ
り
の
文
字
が
四
文
字
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
⑬
は
切
り
込
み
上
方
を
欠
損
す
る
が
ほ
ぼ
完
存
。

片
面
中
位
に
や
や
小
ぶ
り
の
字
で

「伊
加
比
」
の
三
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。

⑩
は
直
接
的
に
は
接
合
し
な
い
二
片
か
ら
な
る
刻
書
木
簡
。
二
片
と
も
表
裏
に



刻
書
が
あ
り
、　
一
文
字
目
は
明
瞭
に
字
画
を
追
え
る
が
不
明
、
ニ
ー
五
文
字
目

ま
で
は
釈
文
の
通
り
で
あ
る
。

い
は
完
存
す
る
小
型
の
木
簡
で
あ
る
が
、
墨
痕
は
不
鮮
明
。
ｍ
は
上
端
が
二

次
的
な
キ
リ
オ
リ
で
、
こ
れ
は
廃
棄
作
業
に
伴
う
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

表
面
の

一
文
字
目
は
文
字
の

一
部
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
下
方
の

「不

得
」
に
異
論
は
な
い
。
裏
面
に
は
二
行
の
文
字
が
あ
り
、
右
行

一
文
字
目
は

「非
」
の
可
能
性
が
高
く
、
二
文
字
目
は

「有
」
で
問
題
な
い
。
左
列
は
鎌
田

元

一
氏
の
観
察
に
よ
り

「三
枝
ア
」
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

②
は
四
周
い
ず
れ
も
原
形
を
留
め
て
い
な
い
。
表
面
に
は
三
文
字
分
の
墨
痕

が
認
め
ら
れ
、
三
文
字
目
が
東
野
治
之
氏
に
よ
り

「尊
」
の
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
る
以
外
は
判
読
で
き
な
い
。
い
は
左
辺
が
二
次
的
に
整
形
さ
れ
て
お
り
、
表

面
の
残
存
部
分
で
弧
状
の
墨
線
が
四
本
描
か
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
文
字
や

記
号
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
絵
画
か
と
思
わ
れ
る
が
、
天
地
の
方
向
や
何

を
表
現
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

例
ｌ
①
の
大
半
は

一
六
層
か
ら
取
り
上
げ
た
大
量
の
木
片
を
赤
外
線
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
装
置
に
よ
っ
て
確
認
す
る
作
業
に
よ
っ
て
見
い
だ
し
た
も
の
で
あ
り
、

厳
密
な
意
味
で
は
出
土
地
点
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
も
か
ろ

う
じ
て
墨
痕
が
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
側
の
表
面
で
か
ろ
う
じ
て
筆
跡
を

追
え
る
以
外
は
判
読
不
能
で
あ
る
。

⑫
は
半
円
形
に
加
工
し
た
木
製
品
で
あ
り
、
円
弧
側
に
穿
孔
が
あ
る
。
表
面

に
み
え
る
墨
痕
は
、
比
較
的
明
瞭
で
は
あ
る
が
、
複
雑
に
錯
綜
し
た
部
分
も
あ

り
、
文
字
か
否
か
と
い
う
点
も
方
向
も
判
断
で
き
な
い
。

な
お
、
こ
れ
以
外
に
墨
痕
は
確
認
で
き
な
い
が
、
付
札
状
の
木
簡
状
木
製
品

（長
さ

（
一
四
人
）
ｍｍ
幅
二
一
ｍｍ
厚
さ
三
硼
、
〇
五
九
型
式
）
が

一
点
出
土
し
て
い

ＺＯ
。な

お
、
木
簡
の
釈
読
に
は
栄
原
永
遠
男
氏
を
は
じ
め
と
し
て
綾
村
宏
氏

・
鎌

田
元

一
氏

・
舘
野
和
己
氏

・
寺
崎
保
広
氏

・
東
野
治
之
氏

・
直
木
孝
次
郎
氏

。

古
市
晃
氏

・
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

『難
波
宮
跡
北
西
の
発
掘
調
査
―
大

阪
府
警
察
本
部
新
庁
舎
新
築
工
事
に
伴
う
大
坂
城
跡

（そ
の
６
）
発
掘
調
査
速

報
―
』
（一
一〇
〇
〇
年
）

栄
原
永
遠
男

「難
波
宮
跡
西
北
部
出
土
木
簡
の
諸
問
題
」
３
大
阪
の
歴
史
』

五
五
　
一
一〇
〇
〇
年
）

「特
集
　
難
波
宮
出
土
の
本
簡
と
大
化
改
新
」
盆
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
陰

一

〇
三
　
一
一〇
〇
〇
年
）

江
浦
洋

「難
波
宮
跡
」
盆
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
二
〇
〇
〇
』
二
〇
〇
〇
年
）

（江
浦
　
洋
）




